
クマ類の生息状況、被害状況等について



22＜#＞

クマ類（ヒグマ・ツキノワグマ）の分布・生息状況

○ クマ類は34都道府県に恒常的に分布し、四国を除いたすべての地域で分布が拡大。
○ 低標高域での分布の拡大は、クマ類が人の生活圏に近づいていることを示している。
○ 各都道府県による推定個体数は、増加傾向が多い。

クマ類の分布メッシュの増減率
（平成15年度→平成30年度）

出典：環境省生物多様性センター
（平成30年度中大型哺乳類分布調査）

北海道 129％

東北 134％

四国 88％

関東 126％

中部 127％

中国 270％

■平成15年度調査でのみ生息情報を確認した5kmメッシュ
■平成15及び30年度調査の両方で生息情報を確認した5kmメッシュ
■平成30年度調査でのみ生息情報を確認した5kmメッシュ
■平成30年度調査で一時的な生息情報が得られた5kmメッシュ

クマ類の推定個体数

【推定個体数の増減傾向】

：増加傾向

：変化なし

：減少傾向

※その他の都府県は推定個体数の増減の評価を行っていない。

資料：第11次鳥獣保護管理事業計画期間（平成24年度から平成28年度）と
第12次鳥獣保護管理事業計画期間（平成29年度から令和2年度）の
特定鳥獣保護管理計画による評価。

資料：都道府県のクマ類に関する第一種特定鳥獣保護計画及び
第二種特定鳥獣管理計画のほか、第5期山梨県ツキノワグマ
保護管理指針、奈良県ツキノワグマ保護管理計画より作成

※１東中国（兵庫県・鳥取県・岡山県）は３県合計の生息数
※２西中国（島根県・広島県・山口県）は３県合計の生息数
※３中央値が記載されていない場合は下限値及び上限値の平均値を用いた

近畿 169％

1
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クマ類の地域ごとの保護・管理について

3

月山・
朝日飯豊

中央南
アルプス

凡例
■ 個体数水準４
【成獣個体数】800頭以上
【分布域】広く分布

■ 個体数水準３

【成獣個体数】400-800頭程度
【分布域】他個体群との連続性が制限

■ 個体数水準２

【成獣個体数】100-400頭程度
【分布域】狭く、他個体群との連続性が少ない

■ 個体数水準１

【成獣個体数】100頭以下
【分布域】きわめて狭く孤立

渡島半島

道東・宗谷

日高・夕張

天塩・増毛

積炭・恵庭

ヒグマ（５ユニット） ツキノワグマ（18ユニット）

○ クマ類は、地域によって個体数や分布の状況が異なることから、地域個体群の状況に応じた保護・管理が必要
（例：九州は絶滅、四国は個体数20頭程度）。

○ 環境省では、ヒグマ・ツキノワグマの地域個体群ごとに23の「保護管理ユニット」を設定。都道府県は、各ユニッ
トの個体数水準を踏まえ、特定鳥獣保護管理計画を作成し、地域の実情に即した対策を実施。

資料：環境省「特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（クマ類編） 」より作成
※個体数水準は2016（平成28）年度における都道府県の特定計画等を参考としているため、今後
情報の更新が必要。 2
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ツキノワグマの出没状況（本州以南）

直近5年のクマの出没件数（月別）

3

クマの出没件数（年度別）
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○ 本年４月～12月までのツキノワグマの出没件数は、平成21年度以降の同時期で過去最多を記録。
○ 令和5年度は9月以降にツキノワグマの出没件数が増加し、10月の出没件数は過去最多を記録。
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ツキノワグマの出没状況（地方別）

4

【地方の分類】
⚫ 東北地方：青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県
⚫ 関東地方：茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県
⚫ 北陸地方：新潟県・富山県・石川県・福井県
⚫ 中部地方：山梨県・長野県・岐阜県・静岡県・愛知県
⚫ 近畿地方：滋賀県・京都府・大阪府
⚫ 紀伊半島：三重県・奈良県・和歌山県
⚫ 東中国地方：兵庫県・鳥取県・岡山県
⚫ 西中国地方：島根県・広島県・山口県
⚫ 四国地方：徳島県・香川県・愛媛県・高知県

※１：月別の出没件数は令和５年10月までの速報値
※２：数値は都道府県から聞き取った速報値。
※３：出没件数の集計方法は、都道府県ごとにそれぞれ異なる（警察への通報件数、市町村からの情報など）。

○ 令和５年度12月末時点でのツキノワグマの出没件数は、東北が約6割（13,183件）を占め、特に岩手県
（5,818件）、秋田県（3,663件）の２県で全体の約４割を占めている。

○ 令和５年度の傾向として、東北、関東、北陸において10月の出没件数の増加がみられた。



ツキノワグマの出没状況（東北地方）
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○ 令和5年度では、岩手、秋田、宮城、山形県で8月以降の出没件数が増加した。
○ 東北での出没件数の増加は、ブナ科堅果類の凶作の影響による可能性が考えられた。

令和５年の東北地方

ブナの開花・結実の状況

都道府
県

開花 結実

青森県 大凶作 大凶作

岩手県 大凶作 大凶作

宮城県 大凶作 大凶作

秋田県 大凶作 大凶作

山形県 大凶作 大凶作

種類 開花 結実

ブナ 大凶作 凶作

ミズナラ 並作 並作

コナラ 並作 並作

令和５年の福島県（全体）
ブナ類の開花・結実の状況

資料：東北森林管理局 ブナ開花・結実調査より作成 https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/sidou/buna.html 令和５年12月5日閲覧
福島県 堅果類（ブナ、ミズナラ、コナラ）豊凶調査より作成 https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16035b/kennkaruityousakekka.html 令和５年12月5日閲覧

R5
8月以降に
増加

R5
8月以降に
増加R5

8月以降に
増加

R5
8月以降に
増加
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クマ類による人身被害の発生状況（全国）

クマによる人身被害件数

○ 令和５年度の１月末までのクマ類による人身被害の発生件数（人数）は197件（218人、うち死亡6人）
となっており、月別の統計のある平成18年度以降最多ペース。

○ 令和５年度は、９月以降に顕著に増加し、10月の人身被害の発生件数は過去最多。

直近5年のクマによる人身被害件数（月別）

0

10

20

30

40

50

60

70

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（件）

2019 2020 2021 2022 2023

R1、２、５年度
９月以降に増加。10
月が最多。

6

52

145

70 75

46

116

52

101 100

51

140 143

80 71

197

1

1

2

1

2

1
1

0

50

100

150

200

250

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

４～１月 ２～３月



88＜#＞

クマ類による人身被害の発生状況（地方別）

○ 平成20年度以降で令和５年度の人身被害件数が過去と比較して最も多かったのは東北のみであった。

7
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クマ類による人身被害の発生状況（月別）
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※１：ヒグマ、ツキノワグマともに年度別の人身被害件数は令和５年11月までの速報値を示した。

※２：四国は平成26年度～令和５年度の間にツキノワグマによる人身被害は発生していないため省略した。

○ 東北では、平成26年度以降で最多の人身被害が発生し、９月から11月にかけて大きく増加した。
○ 秋田県（62件）、岩手県（46件）では、10月に多くの人身被害が発生した。



令和５年度ツキノワグマによる人身被害の発生場所

○ 全国の9月～12月の人身被害の発生場所は、約３割～６割が人家周辺。
○ 東北３県の人身被害の発生場所は、特に秋田県で人の生活圏での人身被害が多い。
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東北３県（青森県、岩手県、秋田県）



クマ類の捕獲数の推移

10
※ヒグマ及びツキノワグマとも平成6~令和元年度までの捕獲数は鳥獣関係統計の値を用いた。令和2~4年度のヒグマ狩猟及び許可捕獲数は北海道HP
（ヒグマの捕獲数・被害の状況）、令和2~5年度の全国ツキノワグマの許可捕獲数は環境省の収集している捕獲数速報値（令和5年は11月末までの暫定値）を用いた。

○ ヒグマの許可捕獲数は平成6年度以降増加傾向。一方で狩猟捕獲数は減少傾向。
○ ツキノワグマの許可捕獲数は平成14~27年度までは大量出没に伴った増減が繰り返されているが、平成
28年度以降はそれ以前と比較して顕著に増加がみられる。狩猟捕獲数は減少傾向。
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クマ類の捕獲数（地方別・月別）

○ 東北地方の許可捕獲数が例年多く、令和５年度の許可捕獲数は、平成25年度以降最多を記録。
○ 令和５年度の許可捕獲数は９月以降がピーク（令和元年度～４年度は８月がピーク）
○ 令和５年度の許可捕獲数は、ヒグマ、ツキノワグマともに過去最多を記録。

地方別許可捕獲数（年度別）
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※１：許可捕獲数は、令和５年10月までの速報値（放獣数含む）
※２：四国は速報値による捕獲実績がないため図から省略した。 11

例年東北が多い傾向

令和5年度は
過去最多の捕獲数



【事例】 市街地までの移動ルート（R5年度富山市）

1123

○ 森林や河畔林などの奥山から続く緑地を利用して人の生活域周辺部の林縁まで出没している。
○ 林縁からは河川を伝って農地や市街地などの人の生活圏への侵入がみられる。

拡大図①

拡大図②

①

②
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【参考】 令和５年度の環境省の対策の経緯

9月5日 ●
クマ被害対策等に関する
関係省庁連絡会議（第１回）

○クマ類の保護・管理に係る関係省庁による情報共有、意見交換。
今秋の出没予測を踏まえ、都道府県に対して十分な警戒を行うよう注意喚起。

10月24日 ●
クマによる人身被害の防止に
向けた環境大臣談話

○クマによる人身被害を防止するため、人とクマとの距離を確保するために
国民に注意してほしいことについて、大臣から国民に向けて発信。

10月31日 ●
クマ被害対策等に関する
関係省庁連絡会議（第２回）

○クマ類の保護・管理に係る関係省庁による情報共有、意見交換。
都道府県に対して出没対策の徹底を再依頼。

11月1日 ●
「クマ対策専門家緊急派遣事業」
の開始

○環境省に登録されているクマ対策の専門家を出没地域に派遣し、
出没対策等の指導・助言を行う事業を開始。

11月29日 ●
令和５年度補正予算「クマ緊急
出没対応事業」の措置

○人の生活圏に出没するクマの生息状況調査や捕獲手法の検討等の
都道府県の取組を緊急的に支援するための予算を措置（7,250万円）。

12月7日 ●
都道府県鳥獣行政担当者会議
（クマ対策）の開催

○クマ類による人身被害の発生状況や対策等について、
都道府県担当者と情報共有・意見交換。

○ 本年９月以降、クマ類の今秋の出没予測等を踏まえ、都道府県等に対する注意喚起や人身被害の防止に
向けた各種取組の支援等を実施。

13


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2: クマ類（ヒグマ・ツキノワグマ）の分布・生息状況
	スライド 3: クマ類の地域ごとの保護・管理について
	スライド 4: ツキノワグマの出没状況（本州以南）
	スライド 5: ツキノワグマの出没状況（地方別）
	スライド 6
	スライド 7: クマ類による人身被害の発生状況（全国）
	スライド 8: クマ類による人身被害の発生状況（地方別）
	スライド 9: クマ類による人身被害の発生状況（月別）
	スライド 10: 令和５年度ツキノワグマによる人身被害の発生場所
	スライド 11: クマ類の捕獲数の推移
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 【参考】　令和５年度の環境省の対策の経緯


